
《重点取組項目》

①それぞれの役割において進捗状況など
をこまめに確認し合い、状況に応じて助け
合う体制をとる。
②分掌部の引継ぎ内容について、進捗状
況シートの記入内容を見直したり、各担当
の業務内容に関する手順書のような資料
を残す。
③共有フォルダ（分掌部など）を活用しや
すいように整理する。

C

①週に１日放課後の時間を教材研究の日として設
定し、クラス会の日を週に２日設定することで授業や
教材について検討したり作成したりする時間の確保
ができたが、業務の平準化は難しかった。
②クラス会を有効に活用し、クラス運営を効果的に
行い、チームワーク良く協働して、授業づくりができ
た。分掌部では、計画、進捗状況を管理しながら運
営出来たところもあるが、一人一人の強みを生かす
組織的な運営が難しいこともあり、業務の偏りが出る
ことがあった。
③今年度は、働き方改革推進委員をおいて働き方
改革の研修にも参加し、校内の働き方改革を推進し
てきた。多忙感を感じながら業務をしている教職員
は多数いるが、多忙感だけでなくワークライフバラン
スを意識して業務に当たろうとしている教職員も複
数見られている。今後は、風通しの良い職場づくり
に向けて環境整備（人、モノ）を行う。
（学校評価アンケート）
働き方改革　教職員評価
肯定的評価６７．７％

C

【学校運営協議会にて】
・業務の改善にICT等が活用できる場合は取り
入れる等、やれそうなところは取り入れてやっ
てみる。
・業務の偏りが起きないように管理職や教職員
の学校休業日にあるイベント等への参加体制
については検討する。
・多忙感は人によって違うところがあり、一律に
決められないところもあると思うが、決めること
で整っていくこともあるのではないか。

○委員の皆様より提案どおりの評価で承認い
ただいた。

①週に教材研究やクラスで話ができる日が設定
されていたことで、授業や教材の検討ができた
が、グループでの授業や他学部の教科の授業等
は、設定されていないため、話をする時間設定が
難しかったので、週に設定して、時間の確保をす
る。
②分掌部は、棚卸し業務を参考に、業務内容を
検討し、役割分担するとともに、進捗状況を確認
しながら、チームワーク良く協働して、円滑な運営
を図るようにする。
③研修や会議等を計画的に実施し、業務の円滑
な遂行を図るとともに、ライフワークバランスを意
識した業務の遂行に繋がるような校内外の研修
会等への参加体制や学校運営を推進する。

①高知県障害者スポーツ大会への参加や５校合同
ボッチャ大会など、社会参加につながるスポーツ活
動に児童生徒が参加し、スポーツを体験し楽しむ機
会をもつことができた。今後については、児童生徒
の実態に応じて幅広く体験して、楽しむ機会をもて
るようにしたい。
①児童生徒が授業で制作した作品を出品したり、授
業で学んだことを発表したりする機会を複数回もつ
ことができ、社会参加につながる文化芸術の取組を
進めることができた。
②環境教育について、児童生徒会の活動として、環
境問題に関するクイズやゲーム大会を企画するなど
取り組むことができた。
（学校評価アンケート）
文化・芸術の推進
全体評価　肯定的評価９４．０％
スポーツの推進
全体評価　肯定的評価７８．２％

B＋

【学校運営協議会にて】
・児童生徒のスポーツ大会への参加の推進を
図り、大会当日には、応援等で児童生徒への
参加意欲の向上を図るなど、積極的に取り組
んでいる。→参加者が増えているが、卒業後
の参加について、自分で参加する意識をもつ
指導も必要。
・防災教育での起震車体験を保護者や地域
の方にも案内し、体験したことで学校内だけで
なく、家庭や地域を含めて防災に関する意識
をもつきっかけとなった。→起震車体験を来年
度も計画し、家庭や地域、分校の保護者や卒
業生にも案内をする。
○委員の皆様より提案どおりの評価で承認い
ただいた。

学校評価アンケート
【文化・芸術の推進】
（保護者）学校は、児童生徒の作品の作品展
への出展、音楽や芸術に触れる機会の設定
など、文化・芸術活動を積極的に推進してい
ると思いますか。プラス評価95.8％
【スポーツの推進】（保護者）学校は、体育の授
業や運動クラブ、スポーツ大会への取組など
を通して、スポーツ活動を積極的に推進して
いると思いますか。プラス評価83.3％

①児童生徒の実態に応じて幅広く体験して、楽
しむ機会の設定を進めるために、今まで参加した
ことのないスポーツや文化芸術にもアンテナを
張って、参加できる機会を設定する。
①スポーツや文化芸術の経験を広げたり深めた
りするために、外部の団体や講師の力も借りなが
ら、児童生徒の楽しむ力をより付けていきたい。
①今年度の親子競技での経験がスポーツへの関
心に繋がったり、文化芸術を一緒に鑑賞して楽し
い時間を共有したりすることにより、児童生徒の
文芸スポーツの楽しみにつなげたい。
②環境教育は、多種多様な内容があるので、児
童生徒の実態に応じて設定していけるように、教
職員も学ぶ姿勢をもって進める。
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方
改
革

〇効果的な教育活動を
行うために、現状を問
い直し業務の改善を進
める。

〇自らの働き方に向き
合うことで、生活の質を
高め、教職人生を豊か
にする。

【現状】
〇残業時間を減らし時間を決めて帰る教員が増えてきた。
〇本校、分校3校が役割分担や共同、協働した教育活動がで
きた。
■空き時間や教材研究日の確保は進んできたが、まだ十分な
満足感が得られていない。
■教員間のコミュニケーション不足が課題である。

【目標】
①教材研究の時間を確保し、業務の平準化を図る。（12月末
肯定的評価80％）
②チームワーク良く、互いに協力し学び合える環境を作る。
(12月末肯定的評価80％以上）
③教職員一人一人がワークライフバランスを意識した働き方を
実践する。(12月末肯定的評価80％以上）

①教材研究の時間を確保し、業務の平準化を図る
・既存の書類の必要性や簡略化等を検討する。
・各フォルダの整理担当者を決め、無駄なく効果的に使えるよう
にする。
・定例会議の回数や悉皆研修を減らし、クラスで話し合う時間を
増やす。
・授業内容に応じて適正なSTの人数を考える。
②チームワーク良く、互いに協力し学び合える環境を作る。
・一人一人の強みを生かし、意欲を持って働ける環境作りを目指
す。
・クラス内、分掌内において、業務を見える化し、見直しと平準化
を図る。
③教職員一人一人がワークライフバランスを意識した働き方を実
践する。
・ノー残業デーについては、各自の業務内容に応じて代替えでき
るようにする。
・一人一人の自己管理に基づく研鑽を推奨する。（自主研修や
外部研修の周知）
・働き方に関するアンケートの実施する。

C

①学習支援員が生徒の介助や授業に入って補助をすること
で、教員の指導や授業準備を行うことができている。
①クラスの教員の得意・不得意を考えながら役割分担をして、
クラス内でバランスよく空き時間（教材研究の時間）を取った
り、業務分担をしたりすることができたが、平準化には至ってい
ないところがある。
①学部会や職員会が少なく、クラス会が週に２日あったことで、
クラス運営や授業づくりをスムーズに行うことや教材研究をする
ことができた。また、日々の短い時間でもクラス会を行い、情報
共有ができた。
②クラスや分掌等では役割分担し声を掛け合いながら行うこと
ができた。また、困った時には他学部や管理職も協働すること
ができたが、・分掌によっては、引継ぎが十分できず、円滑な
実施において苦労することがあった。
②寄宿舎生を複数で担当する形にし、担当同士の話し合いや
考え方の共有などができるようになった。
③ノー残業デーについては、各自の業務内容に応じて代替え
できるようにしている。
③自主研修や外部研修の周知を行い、一人一人の自己管理
に基づく研鑽を推奨している。

①次年度に向けて、全教員が単元計画案の作
成や年間計画の作成をして、授業実践ができる
方策として、児童生徒の実態把握の力量、教科
の見方、考え方や自立活動の内容の理解、肢体
不自由の指導の専門性等を充実させる取組を推
進する。
②専任の自立活動部長と学校PTが連携した自
立活動に関する日々の取組への助言と校内研
修会の継続とともに自立活動に関する研修会等
は録画して、全教職員がいつでも視聴し、学ぶこ
とができる環境を整える。
③情報・ICT部とICT支援員との連携による校内
研修の継続と作成した教材等の活用の共有を図
る。教材保存場所を確保して、校内の有効な活
用を推進する。
①②③教職員の学びや気づきをアウトプットする
機会の設定により、メタ認知による自己肯定感を
高める。（力量形成シートの活用）
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〇子どもたちの豊かな
生活につながる文化、
芸術、スポーツ活動の
充実を図る。

〇子どもたちの未来を
支える環境教育を推進
する。

【現状】
〇4校作品展及び分校や他校との合同ボッチャ大会を実施す
ることができた。
〇体育祭・学習発表会参観週間を設定することができた。
■教科や特別活動・学校生活全般での経験・体験などで環境
教育は実施しているが、教師や児童生徒に実感が持てていな
い。

【目標】
①社会参加に繋がる文化芸術・スポーツ活動の取組を推進す
る。　（12月末肯定的評価80％以上）
②環境教育の内容を整理し、児童生徒の実態に応じて教育
活動に取り入れる。（12月末肯定的評価70％以上）

①社会参加に繋がる文化芸術・スポーツ活動の取組を推進する
・体育の授業や分校等との交流、PTA活動等においても、積極的
にパラスポーツを取り入れる。
・外部関係機関と連携し、幅広くスポーツを体験できる場を設定
するとともに、各種スポーツ大会への参加を推奨する。
・文化芸術を推進する期間を設定する。
・芸術鑑賞会を実施する。
・ICTを効果的に活用することで、文芸・スの充実を図る。
②環境教育の内容を整理し、各教科等で計画的な取組を進める
・環境教育（SDGs等）について、教職員自身が学び、身近なとこ
ろから取り組む。
・研修を実施し、学校全体で取り組む体制を作る。
・児童生徒会活動で取組む。

B

①PTA活動、親子行事が開催でき、サップ体験や、授業での
ボッチャ等、幅広く色々なスポーツを体験することができた。
①図工の時間に作成した作品を、紙とあそぼう作品展に出品
し,入賞できたことで褒めてもらう機会になり、社会とのつながり
を意識できる機会となった。
①特別活動で取り組み、全国ボッチャ甲子園に出場すること
ができたり、高知新聞特派員として、国語で作成した記事を投
稿することができたりして、学習の成果を発表することができ
た。
①交流及び共同学習では、七夕飾り制作やボッチャを行い、
他校の生徒と一緒に活動することができた。
②生活科で、いろいろな素材や感触のものに触れる機会を設
定したり、児童の実態に応じた環境教育に取り組んだりしてい
るところもあるが、まだ十分ではないところがある。
【文芸参加】紙とあそぼう作品展２６名、たびすけ８名、よさこい
祭り１名、よさこい交流館２名
【スポーツ参加】サップ体験３８名、障害者スポーツ大会４名、
全国ボッチャ選抜甲子園予選３名、PTA親子競技１３名保護
者１３名

①文化芸術の行事を設定しており、実施運営
において、児童生徒の積極的な参加や達成感
が味わえるようにする。
①ICTの効果的な活用ができるように、研修の
設定・参加を促進する。
②環境教育について、意識的に取り入れ、児童
生徒の教育活動に生かせるように実践を共有
できるようにする。

B＋

①単元計画案を作成し、作成や実践をする中で系統性を意
識して取り組んでいる。
①公開授業では、クラスや学部で調整を行い、一人３回以上
参観し、学び合うことができたクラスもあったが、参観できてい
ないクラスもあり、公開授業を全教員が参観する体制が組みに
くいところがあった。しかし、参観後の協議により、新たな課題
等、他の視点から助言をもらうことができた。
②自主研修は比較的、積極的に参加できた。流れ図の作成
や自立活動の目標、内容について、クラスで話し合い、自立活
動専任の先生や学校PTに相談しながら取り組めた。
②外部専門家や学校PT、自立活動専任の先生等から助言を
得て、児童の実態に応じた指導や支援に生かし、実践すること
ができ、自主研修等で初期感覚の知識を深めたことを、クラス
の児童と関連させ、支援方法等を考えることができた。
③教科の特性や生徒の実態をふまえ、ICT機器を活用するこ
とができた。また、ICT支援員やGIGAスクールサポーターに教
材に関する相談ができ、授業に生かすことができている。

①全教員が公開授業後の協議に参加できるよ
うに公開授業計画の周知と授業参観計画を立
て、確実に参観後の協議ができるように学部や
クラスで調整する。
①今後も研究内容を深められるように研修内容
や活用について工夫していく。
②自立活動に関する校内研修を設定し、理解
を深め、活用できるようにする。
③ICTの活用についての研修に参加し、教員の
スキルアップを図るとともに、児童生徒への指導
支援に生かしていく。
③PTA研修で、ICTの活用に関する内容で実施
計画をしている。
クループ別協議の柱に基づいた進め方に工夫
が必要だった。

B＋

①全教員が公開授業が参観できるように、校内スケ
ジュールに日時と場所、単元計画案を添付して知ら
せ、参観の調整をして参観できる体制をとることがで
きた。調整がつかなかった場合などのために、授業
は録画し、視聴できるようにしたこともあり、ほぼ全員
が授業参観をして後の研究協議に参加することが
でき、授業実践を通して各教科の指導のねらいや
系統性について協議することができた。
①②専任の自立活動部長と学校PTが連携した自立
活動に関する研修会の実施や日々の取組に対する
助言、外部専門家等の活用を通して、肢体不自由
の専門性の向上を図ることができた。
③情報・ICT部とICT支援員との連携による校内研
修やGIGAスクールサポーターの訪問によるICT活
用に関する助言等を通して、児童生徒の実態に応
じたICTの活用を図ることができた。
（学校評価アンケート）
自立活動の指導の充実
全体評価　肯定的評価７９．２％
ICT活用の推進
全体評価　肯定的評価７９．６％

B＋

【学校運営協議会にて】
・近隣校の県立春野高等学校との初任者研修
（OJT）における学校訪問による授業見学・交
流の実施ができ、活動内容の工夫や生徒へ
の言葉掛けなどが学び合えた。今後も是非継
続したい。
・ICTの活用について、視線入力装置の活用
等、ICT機器の進化に伴い、これからもどんど
ん活用の質を高めていってもらいたい。
○委員の皆様より提案どおりの評価で承認い
ただいた。

学校評価アンケート
【自立活動の指導の充実】
（保護者）学校は、お子さんの自立活動の指
導について、指導目標・内容を分かりやすく説
明できていますか。　プラス評価91.3％
【ICTの活用】
（保護者）学校は、児童生徒の学びやすさを
保障するために、スイッチやiPad、パソコンな
どのICTを活用した授業づくりを推進している
と思いますか。プラス評価83.3％
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〇教科学習における授
業実践力の向上を図
る。（ＩＣＴの効果的な活
用も含む）

〇自立活動と教科の
関連性の理解と時間
の指導の充実を図る。

【現状】
〇3年間の取組を踏まえて、一定「流れ図」を作成することはで
きるようになってきた。
〇教科の系統性について、学部間の引継ぎが大切である。
〇ICTに詳しい教員だけでなく、それぞれのアイデアや意欲
的な取組がみられるようになり、教員のスキル習得もできてき
た。
■理解や活用のうえで個人差が見られる。

【目標】
①各教科の指導のねらいと系統性の理解を深める
②自立活動の指導と配慮についての理解を深める
　（①②12月末肯定的評価80％以上）
③児童生徒の実態に応じたICT機器の活用を推進する。（12
月末肯定的評価85％以上）

児童生徒の個別の指導計画へのICT活用明記100％
全ての教員が授業においてICTを活用100％
小・中・高の児童生徒がICTを活用100％

①各教科の指導のねらいと系統性の理解を深める
・全教員が年2回以上公開授業を参観できるような体制をつく
る。
・一人2教科以上の年間を通した単元計画案を基に、教科別グ
ループ研修の充実を図る。
・自主研修を推進する。
②自立活動の指導と配慮についての理解を深め、教科学習と関
連付けるごとができる
・教科と関連させた指導力の充実を図るために、基礎的な研修
を行う。
・肢体不自由の専門性に係る力量形成に向けたシート試案を
活用する。
・外部専門家を活用し、専門性の向上を図る。
③児童生徒の実態に応じたICT機器の活用を推進する
・ICTを活用した実践を共有及び蓄積できる環境を整備する。
・児童生徒がｃhromebook等を活用し、効果的に自習や家庭学習
に取り組むことができるように推進する。
・重度重複障害のある児童生徒たちの効果的なICTの活用につ
いて、教材の共有や好事例を学び合う機会を増やす。
・児童生徒や保護者に積極的に情報発信する。

B

①②単元計画案の作成について、意義や目的、
作成手順などを年度当初に教務部や研究部が
説明し、取り組んできたが、事後アンケートに「難
しかった」の回答もあったため、「難しかった」内
容を具体的にして、取り組みやすく有効な単元
計画案の作成について改善策を検討する。
①②単元計画案をもとに、公開授業の実施や参
観を行い、自己評価をもって研究協議をし、授業
改善に繋げるサイクルや類型別縦割りグループ
の協議等の成果を生かし、次年度の目標に向か
う研究の進め方について検討する。
①②「キャリア発達段階表」を活用した年間計画
や授業実践ができるように、キャリアの視点を学
部間で共有したり、キャリア教育について学んだ
りする機会を設定する。

年度末評価　【C】 学校関係者評価 見直しのポイント　【A】

学
校
設
定
項
目

教
育
課
程
の
質
の
向
上

〇教育実践の共有や
蓄積による系統的な指
導のための年間計画
や単元計画の充実を
図る。

【現状】
〇単元計画を作成し、年間2回、授業実践・改善に取り組め
た。単元のまとまりとして、児童生徒の評価・改善を行うという
考え方は根付いてきた。
〇教育課程改善シートを見直し、学習内容や評価、年間計画
について課題の共有が図れた。
■全教員が全ての教科における単元計画案を作成するまで
には至っていない。作成に負担感を感じさせない様式の工夫
が必要である。
〇Ⅲ類型で観点別学習状況評価の取組を始めた。
〇知的Ⅰ段階に向かう児童生徒を含め、単元計画事例集を
作成することができた。

【目標】
①年間計画及び単元計画案を活用した授業実践の蓄積
②長期目標達成に向けた系統的な指導の充実
（学校評価アンケート2学期末肯定的評価80％以上）

①年間計画及び単元計画案を活用した授業実践の蓄積
・年２回の公開授業月間(6月、11月）を設ける。
・単元計画案の様式の見直しと細案作成教科の焦点化を図る。
➡年間を通して作成する単元計画案は一人2教科以上、その
他の教科については単元略案作成を徹底することで、児童生
徒一人一人の指導と評価を着実に蓄積する。
・個別の指導計画や年間計画、単元計画案等の内容や作成、活
用方法について周知徹底することで、PDCAサイクルを徹底し、
指導と評価の一体化を図る。
➡教職員一人一人のボトムアップを目指し、協働できるサポート
体制を構築する。(教務部・情報ICT部によるQ&A等の作成及び
助言、研究部、自活部等からの助言）
②長期目標達成に向けた系統的な指導の充実
・学部間で連携し、授業を学び合う。
・「目標内容詳細表検討チーム」を立ち上げ、活用を目指した継
続的な研究を行う。
・「キャリア発達段階表」を活用した年間計画や授業実践を蓄積
する。(進路部による周知と管理）
＊３校カリマネにおいても学校経営計画に沿った共通課題に取り
組む。

C

①授業の立案や単元計画案を用いた評価・改善に取り組むこ
とができた。個別の指導計画の評価の際、単元計画の評価を
基に行うことができたが、、単元計画案の作成が追いついてい
ないところがある。
①放課後等に、授業における児童の様子等を共有すること
で、PDCAサイクルを回しながら実践することができた。
①公開授業は同じ教科のグループで協議しやすく、縦割りの
グループ検討で、他学部やこの段階の児童生徒にどんな内容
をしているかなど参考になり、専門教科の先生にも意見を聞き
やすかった。
②長期目標を基に今年度の目標を立て、目標に沿った年間
指導計画をクラスで考え、実践している。
②目標内容詳細表検討チームを立ち上げ、検討会をもった。
②キャリア発達段階表を支援計画作成時には活用している
が、授業実践には活用できていない。

①授業後には、単元計画案の見直をし、改善を
行うことで、教科間のつながりを深め、教科間の
連携がとれるように進める。
①作成した2教科分の単元計画案を公開し、実
践による指導と評価の一体化を図る。
②引き続き目標内容詳細表の活用を目指して
継続的な研究を進める。
②学びの履歴を振り返り、長期目標達成に向け
た学習設定を行う。
②研究協議等を通して、学部間の実践の情報
共有を行う。 B－

①単元計画案を作成した教科について年２回の公
開授業月間を設け、お互いの授業を見合い、参観
後の協議内容などを踏まえて、単元計画案の見直
しや改善に取り組むことができたが、教科間のつな
がりや連携まで深めるところまでは至っていない。
①一人２教科分の年間を通した単元計画案は共有
フォルダに蓄積することができている。
②校内全体研修での類型別教科縦割りグループに
よる参観授業後の研究協議では、学部間の実践の
情報共有となり、児童生徒の実態と教科の指導内容
について協議することができた。
②「キャリア発達段階表」を活用した年間計画や授
業実践の蓄積には至っていない。
（学校評価アンケートより）
教育課程の改善（分かる授業づくり）
全体評価　肯定的評価　７６．９％
教育課程の改善（単元計画案を作成し、目標設定、
評価、授業改善）
全体評価　肯定的評価８０．3％

B－

【学校運営協議会にて】
・学校全体の取組となっている。ベクトルを合
わせて一つ一つ取り組んでいくことは大切。そ
ういう形ができてきている。
・学校外での研修や外部の力を活用して取組
を進めていくことは大切。→文教大学北川貴
章准教授に来校いただき、授業参観と助言、
講話をしていただいた。
○委員の皆様より、提案どおりの評価で承認
をいただいた。

学校評価アンケート
【教育課程の改善】
（保護者）学校が行う教科等の指導では、お子
さんの力を育てる授業ができていますか。　プ
ラス評価　91.7％
（保護者）学校はお子さんの学習のねらいや
評価について、個別の指導計画や通知表な
どで十分な説明ができていますか。　プラス評
価　95.8％

（評価　A:目標を十分に達成　　B:ほぼ目標を達成　　C:やや不十分　　D:改善を要する）

項目 取組のねらい　【P】 現状と目標【評価指標】 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】

高知若草特別支援学校

《高知県の
教育の基
本理念》

（１）学ぶ意欲にあふれ、心豊かでたくましく夢に向かって羽ばたく子どもたち
（２）郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本や高知の未来を切り拓く人材

《
目
指
す
べ
き
姿

》

学
校
像

〇児童生徒が自己実現を達成できる学校
〇保護者が成長と発達を実感できる教育を行う学校
〇地域になくてはならない存在として愛される学校
〇教職員が仕事に誇りをもち、やりがいを感じる学校

目
指
す
べ
き
姿
の
実
現
に

向
け
た
取
組
の
概
要

（１）学校教育目標,教育課程,日々の授業のつながりを意識したカリキュラムマネジメントサイクルの確立
による児童生徒一人一人の実態に応じた教育課程の編成
（２）卒業後の自立と社会参加を見据えた教育の充実と豊かな心の育成
（３）教員の専門性の向上と指導力の育成
（４）児童生徒の命と人権を守る安心安全な学校づくりの推進
（５）特別支援教育のセンターとしての支援機能や情報発信,保護者,関係機関等との連携による開かれ
た学校づくりの推進
（６）学校教育目標の達成をめざし,やりがい,働きがいのある学校組織の運営と働き方改革の促進

《取組の方
向性》

《6つの基本方針》
①チーム学校の推進
②厳しい環境にある子どもへの支援や子どもの多様性に応じた教育の充実
③デジタル社会に向けた教育の推進
④地域との連携・協働
⑤就学前教育の充実
⑥生涯学び続ける環境づくりと安全・安心な教育基盤の確保
《6つの基本方針に関わる横断的な取組》
　①不登校への相応的な対応　②学校における働き方改革の推進

児
童
生
徒
像

〈知〉自ら学ぶ
〇学ぶ楽しさを感じ,自ら進んで学習する意欲や態度を身につけた児童生徒
〇社会生活に必要な知識や技能,態度を身に着けた児童生徒
〈徳〉意欲,協調,協力
〇人や環境と積極的に関わり,自立（自律）し社会参加しようとする意欲を持った児童生徒
〇お互いを認め合い,思いやりの気持ちで協調,協力しようとする児童生徒
〈体〉健康,体力
〇卒業後も一人一人の持てる力を発揮し,将来にわたって豊かに生きるため,健康や体力,基本的生活習慣を身に着けた児童生徒


